
裏面もごらんください。

                             

      

      

      

                            

 

 回 期　　　日 内　　　容 講師（敬称略）

 

１
９／４（金） 

午前１０時～正午

〈開講式〉 

人権教育推進講座[音楽を通して人権を

考える」

高崎市社会教育講師 

Яyokei（りょうけい）

 
２

９／11（金） 

午前１０時～正午

食と健康 

「バランスの良い食事とは」

高崎市社会教育講師 

　松原　祥子

  
３ ９／18（金） 

午前１０時～正午

「ときの高崎市民之を建つ」音楽セ

ンターの歴史・意義・価値を知る

１級建築士・飯沼直樹 

鼻高公民館長・岡田勝義

 

４
１０／２（金） 

午前１０時～正午

地域学習「八幡の庄をかけぬけた武

将たちとその時代背景」八幡が日本

の首都になっていたかもしれない

高崎市社会教育講師 

長井　和俊

 

５
10／1６（金） 

午前１０時～正午

「知っておきたいサプリメントと薬

の話」　講義後に簡単な健康相談を

実施

高崎市薬剤師会より 
２名

 

６
10／３0（金） 

午前１０時～正午 

地元理解講座「ドイツ人建築家ブル

ーノ・タウトの少林山達磨寺での足

跡」異文化に早くに触れた鼻高地区

少林山達磨寺住職 

広瀬　正史

 
７

11／２0（金） 

午前１０時～正午

「歴史を変えた小さな石器　相沢

忠洋と岩宿遺跡」

高崎市社会教育講師　

横倉　興一

 
８

1１／27（金） 

午前７時 30 分

～午後４時予定

館外研修：岩宿博物館を訪ねる 岩宿博物館の解説員

 

９
12／４（金） 

午前１０時～正午

いきいき健康体操 

運動不足を解消し、日常生活を快適

に過ごすための体力維持を図る

高崎市社会教育講師 

吉田　大祐

 
１０ 12／11（金） 

午前１０時～正午

音楽鑑賞：ギターとボーカルの世界 

音楽でひと時の安らぎを…♪ 

〈閉講式〉

演奏者 

伏田　弘治

発行：高崎市鼻高公民館　高崎市鼻高町 33-5　電話・FAX 322-9100 
まなびネットたかさき HP  http://takasaki.manabi365.net/ 
 

 

毎
日
の
生
活
を
、
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に 

地
域
で
生
涯
学
習 

《
鼻
高
地
区
》　
活
き
活
き 

セ
ミ
ナ
ー 

開
講 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
構
成
さ
れ
た
学
習
講
座
で
す
。全

回
通
し
て
受
講
し

１０

て
い
た
だ
く
講
座
で
す
が
無
理
の
な
い
範
囲
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
館
外
研
修

は
希
望
者
の
み
）
。
な
お
途
中
か
ら
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

令和８年８月１日号 

５４４号 

【学習内容】

【
期
日
】令
和
８
年
９
月
４
日
～

月

日
、
全

回
、
毎
回

１２

１１

１０

金
曜
日 

【
時
間
】
午
前

時
～
正
午 

１０

※
館
外
研
修
の
詳
細
は
別
途

連
絡
。 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講

義
室
、
そ
の
他 

【
対
象
】
一
般
（
鼻
高
地
区
住
民

優
先
）、

人
程
度 

３０

【
費
用
】
無
料
（
但
し
館
外
研
修

参
加
者
は
交
通
費
、
入
館
料

が
必
要
） 

【
用
意
す
る
物
】
筆
記
用
具
、　

月
４
日
は
運
動
の
で
き
る

１２服
装
。 

【
申
込
み
】
８
月
３
日
（
月
） 

午
前
９
時
か
ら
鼻
高
公
民
館

で
受
け
付
け
ま
す
。
☎
３
２

２
・
９
１
０
０ 

　

※
予
定
に
つ
き
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《参加者募集》

８月の休館日 

８月 11 日（火） 

山の日 

８月 13 日（木）～ 

　　　　　15 日（土） 

夏季臨時休館日

http://takasaki.manabi365.net/


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
　
　
　

 

              　

   

          

                             

           

時
は
江
戸
時
代
末
期
で
す
。

日
本
国
中
は
開
国
か
尊
王
攘
夷

か
で
二
分
さ
れ
、
前
年
に
は
水

戸
浪
士
に
よ
る
桜
田
門
外
の
変

等
も
起
こ
り
、
国
内
外
が
混
沌

と
し
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
公
武
を
合
体
さ

せ
国
難
を
乗
り
切
ろ
う
と
い
う

策
が
あ
り
、
そ
の
策
略
実
現
の

象
徴
と
し
て
、
時
の
孝
明
天
皇

の
異
母
妹
で
あ
っ
た
和
宮
を
第

代
将
軍
家
茂
に
降
嫁
さ
せ
よ

１４う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
花

嫁
行
列
は
、
京
都
方
１
万
人
、

江
戸
方
１
５
０
０
０
人
、
京
都

か
ら
の
通
し
人
足
４
０
０
０
人

と
い
う
大
集
団
の
通
行
伝
馬
で

し
た
。
降
嫁
に
際
し
て
和
宮
の 

         御
歌
は
「
惜
し
ま
じ
し
国
と
民 

と
の
た
め
な
ら
ば　

身
は
武
蔵

野
の
露
と
消
ゆ
と
も
」
で
し
た
。 

        　

京
都
か
ら
江
戸
ま
で
の
中
山

道
１
３
４
里
（
約
５
４
４
㌔
）
を

２
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る
人

馬
が

日
間
、
１
日
平
均
５
・

２５

７
里
（

・
８
㌔
）
の
往
来
で

２２

し
た
。
群
馬
付
近
で
は
、

月
１１

９
日
に
軽
井
沢
で
小
休
み
し
た

後
、
難
所
碓
氷
峠
を
越
え
ら
れ
、

夕
刻
に
は
横
川
の
坂
本
宿
に
到

着
し
た
そ
う
で
す
。

日
は
坂

１０

本
を
出
発
さ
れ
、
松
井
田
で
昼
、

安
中
で
小
休
み
、
そ
し
て
板
鼻

宿
の
本
陣
木
島
家
に
到
着
し
、

宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。 

　

日
に
板
鼻
を
出
発
し
高
崎

１１
で
小
休
み
、
倉
賀
野
で
昼
、
新
町

で
小
休
み
、
そ
の
日
は
本
庄
で

泊
ま
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

　

総
勢
２
万
５
０
０
０
人
超
の

隊
列
が
ど
の
く
ら
い
の
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

歴
史

書
の
記
述
を
整
理
す
る
と
、
こ

う
読
み
取
れ
ま
す
。
人
員
を
整

列
さ
せ
間
隔
を
無
し
に
し
て
縮

め
る
と
、
直
線
で
３
㌔
ぐ
ら
い

だ
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る

と
い
い
ま
す
。
こ
の
人
員
・
馬
車

等
が
行
列
と
し
て
歩
い
て
ゆ
っ

く
り
進
む
と
な
る
と
そ
の
距
離

は
凡
そ

㌔
に
も
及
ん
だ
の
で

５０

は
な
い
か
と
云
わ
れ
ま
す
。
先

頭
が
そ
の
日
の
宿
泊
地
に
つ
い

て
も
後
発
隊
は
出
発
も
で
き
ず

に
前
日
の
宿
泊
地
に
す
ら
到
着

し
な
い
状
態
が
想
像
で
き
ま
す
。

一
行
が
通
過
す
る
の
に
３
～
４

日
要
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
次
号
に
続
く
）

鼻
高
の
四
季 

＝ 

写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 

㊻　

 

中
山
道　

皇
女
和
宮
降
嫁
の
行
列　

そ
の
１ 

私
ど
も
の
住
む
鼻
高
の
端
に
碓
氷
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
川
に

沿
っ
て
街
道
・
国
道

号
線
（
中
山
道
）
が
一
本
の
糸
の
よ
う
に
通
っ

１８

て
い
ま
す
。
こ
の
中
山
道
は
江
戸
幕
府
が
五
街
道
の
一
つ
と
し
て
整
備

し
道
路
網
を
全
国
に
巡
ら
せ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
付
近
は
古
来

よ
り
東
山
道
や
鎌
倉
上
道
等
通
過
し
、
道
路
網
の
結
束
点
と
し
て
交
通

の
要
衝
で
も
あ
っ
た
場
所
で
す
。
鼻
高
の
隣
町
板
鼻
は
地
域
の
中
心
と

し
て
賑
わ
い
の
あ
る
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
街
道
を
通
じ
て

人
・
も
の
・
文
化
・
情
報
・
事
件
な
ど
が
行
き
交
い
ま
す
。 

歴
史
上
こ
の
街
道
を
通
過
し
た
も
の
で
最
大
規
模
だ
っ
た
の
は
何
で

あ
っ
た
か
と
思
う
と
、
新
田
義
貞
の
５
０
０
０
騎
の
鎌
倉
幕
府
遠
征
軍

も
壮
観
と
思
え
る
が
、
私
の
個
人
的
私
見
で
は
幕
末
の
皇
女
和
宮
が
江

戸
に
降
嫁
し
た
時
の
行
列
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

　

総
延
長

㌔
に
も
及
び
通
過
に
３
日
も
要
し
た
と
の
記
録
も
あ
り
ま

５０

す
。
昔
の
人
の
話
に
よ
る
と
昭
和
初
期
ま
で
八
幡
大
門
付
近
は
八
幡
様

の
参
道
入
口
で
あ
り
、
ま
た
中
山
道
の
茶
店
（
今
で
い
う
ド
ラ
イ
ブ
イ

177

ン
・
道
の
駅
）
な
ど
も
あ
っ
て
、
旅
人
の
休
み
場
と
し
て
少
し
ば
か
り 

は
賑
わ
い
の
あ
る
所
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。 

　

鼻
高
の
高
台
か
ら
静
か
に
目
を
つ
ぶ
り
１
６
４
年
前
の
世
界
に
迷
走
を

膨
ら
ま
せ
て
み
る
と
、こ
の
八
幡
大
門
の
赤
い
鳥
居
付
近
を
延
々
と
和
宮 

の
行
列
が
東
に
向
か
っ
て
通
過
し
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

　

板
鼻
を
出
発
し
、
こ
こ
を
通
過
し
て
い
っ
た
和
宮
行
列
に
つ
い
て
、
鼻

高
か
ら
目
視
で
き
る
場
所
で
現
に
あ
っ
た
事
柄
と
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に 

深
読
み
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

皇
女
和
宮
、 

江
戸
幕
府
へ
降
嫁

江
戸
降
嫁
の
行
列


